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このたびは当社製品をお買い上げくださいまして

ありがとうございます。

製品の性能をフルに発揮していただくために、

本書をよくお読みになった上でご使用ください。

誤った使い方をされると製品の性能を十分に発揮

できないばかりか、破損の原因にもなりかねません。

なお、全品厳重な検査の後出荷しておりますが、

万一不備な点がございましたら、

お早めに当社へご連絡ください。
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言者1寺 11生

【光学性能】

[レデューサー併用]

形  式
有 効 径

焦点距離

□ 径 比

分 角早倉ヒ

極限等級

集 光 力

焦点距離

口 径 比

イメーシ
゛
サークル

実 写 野

有 効 径

倍  率
実 視 界

【ファインダー】

三枚玉フローライ

150mm
1050mm
l:7
0.77秒
12.7等

460倍

トアポクロマート

750mm
l:5
φ64mm
5°

70mm
ll倍

4.2° (暗視野照明装置付き)

重

【寸法 。重量】

全  長
鏡 筒 径

1150mm

166mm

約 22kg旦
里

*改 良のため、お断りなしに外観および仕様を変更することがあります。

０
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取り付け

◆ファインダーの取 り付け

下部リングに、ファインダー取付金具を付属の

キャップボル トで取 り付けます。

下部リングにはアクセサリニ取 り付け用のネジ

穴が 8ヶ 所ありますので、最も使いやすい位置

を選んで取り付けてください。

ファインダー調整ネジの先端が取付金具の内側

に出ないようにしておき、ファインダーの暗視

野照明装置を外して、取付金具に挿入します。

取付金具の内周とファインダーの鏡筒との隙間

が均一になるように、ファインダー調整ネジで

ファインダーを固定 します。

11× 70フ ァインダー ~

ファインダー取付金具

暗視野照 B月装置

◆赤道儀への取 り付け

左図のように専用の鏡筒バンドをマッチプ

レー トに取り付け、これを赤道儀のバンド受

け部に取り付けます。

鏡筒バンドを開いて鏡筒をゆっくりと載せ、

鏡筒バンドを閉じてバンド固定ナットを軽

く締めておきます。

鏡筒前後のバランスをとって、ちょうどよい

位置でバンド固定ナットを強 く締めて固定

します。

バン ド固定ナッ ト

マッチプレー ト

ファイバーワッシヤ

M10キ ャップボル ト

下部 リング

薔

曲

ワ ッ シ ャ

一島
静

キャップボル ト



接眼音口について

◆アイピースの取り付け

アイピースアダプターの固定環を十分にゆ

るめてからアイピースを差し込み、再び固定

環を締めて固定します。このとき固定環をゆ

るめてもアイピースが入らない場合は、固定

環の内側にある樹脂 リングを指で押 し拡げて

ください。

なお、アイピースアダプターは、スリーブ

径24.5mmア イピース用の24.5ア イピースア

ダプ ター とスリーブ径31.7mmア イピース用

の31.7ア イピースアダプターが用意されてい

ます。 (オ プションにより、どちらか一つが

付属されています。)

下部リング

ドローチュープクランプ

ドローチュープ

回転体クランプ

回転体は360'自 由に
回すことができる

接眼部品接続環

屈折用508アダプター

508延 長筒

508ス リープ

補助 リング

神ゥにちらけ閂
へ回すと、 ドローチュープは
繰り出される

接眼体

合焦ハンドル

◆回転体

ドローチューブ先端には回転体が取 り付け

られています。回転体クランプをゆるめて回

転体を回しますと、回転体より後ろの部分が

一緒に回転 します。これにより、写真撮影時

にカメラを取り付けたままアングルを360度

自由に回転できるので、構図を決めるのに大

◆合焦機構

本機はピント調整機構にラック・ピニオン

ギアを採用しています。この方式はピントの

ピークがつかみやす く、写真撮影時にもピン

ト合わせをスピーデ ィに行なうことができま

す。

合焦ハンドルを図のように矢印の方向へ回

すとドローチューブが繰り出され、反対方向

へ回すと繰 り込まれます。

変便利です。また、ピントを合わせた後にア

ングルを変えても、この回転によリピントが

狂うようなことはありません。ただし、ピン

トを合わせた後にアングルを変える場合は、

回転体クランプとドローチューブクランプを

間違えないようにご注意ください。

*合 焦ハンドルを回すときは、 ドローチユー
ブクランプがゆるんでいることを必ず確認

してください。クランプを締めたまま無理

に回すと、ギアを破損したり、ガタの原因

となります。

固定環



フアインダー含わせ

望遠鏡の視野内は倍率が高く見えている範

囲 (実 視界)が狭いので、目的の天体を直接
望遠鏡の視野へ導入するのは大変です。また、

カメラを取 り付けて星野写真を撮る場合、ピ

ント面の像は大変見にくいので、目標天体を

視野の中央に導入し確認するのは困難です。

ファインダーは実視界の広い低倍率の小望

遠鏡で、あらかじめファインダーと望遠鏡の

光軸を平行にしておけば、目標天体をファイ

ンダーの視野の中央に導入することで、望遠

鏡の視野にもその天体を入れることができま

す。このように、望遠鏡を扱う上でファイン

ダーを合わせておくことは大切で、観測前に

下記の手順によリファインダー合わせを必ず

行なってください。

碁

◆手順

1.望 遠鏡 を眼視用 (シ ステムチャー ト参照 )に セ ットし、

低倍率のアイピースを付けて、できるだけ遠 くにある

目立つ景色を目標に選んで視野の中央に入れ、望遠鏡

を固定 します。

2.フ ァインダーを覗 きながら下図の要領でファインダー

を動か し、 目標物が十字線の交点にくるように調整 し

ます。

3.フ ァインダーと望遠鏡の光軸が平行になったところで、

ロ ックナ ットを締めて固定 します。

*以上の調整は昼間のうちに行なっておきましょう。
*星 を使 ってファインダー合わせを行なう場合は、赤道

儀のモーター ドライブを恒星時駆動させた状態で行な

ってください。

◆調整ネジによる動き

1.各 ロックナットを調整ネジの頭部へ寄せておきます。

2.右 図の大い矢印の方向ヘファインダーを動かす場合は、

接眼側のa、 bの調整ネジをゆるめながら、cの ネジで

少しずつ押 してください。このときファインダーの筒

先は大い矢印とは逆の方向に動き、景色も図の小さい

矢印の方向に動きます。

3.同様にして三組の調整ネジにより、ファインダーの向

きを任意に調整します。

*実際にファインダーを覗きながら、三組の調整ネジの

動きとファインダー内の景色の動きとの関係をよく理

解 してください。

*接眼側の調整ネジをゆるめてもファインダーがうまく
調整できない場合は、前方の三組の調整ネジを同様に

動か してください。ただし、この時は視野内の動きが

後方の調整ネジの場合 とは逆になります。

調整ネジ

フアインダー

ロックナッ

ファインダーの視野

望遠鏡の視野



◆暗視野照明装置について

H× 70フ ァインダーには、暗い空をバ ック
にしても十字線がよく見えるように、暗視野

照明装置が付いているので、星野写真撮影時

に撮影天体を中央に導入したり、実際に写る

範囲を確認でき、大変便利です。

暗視野照明装置は、スイッチ付きボリュー

ムのツマ ミを図のONの 方向へ回すとカチ ッと

いう音がしてスイッチが入り、そのまま同じ

方向ヘツマミを回していくと照明がだんだん

明るくなります。逆方向へ回すと照明がだん

だん暗くなり、カチ ッという音でスイッチが

切れます。

ファインダーを覗きながら、星と十字線の

両方が見やすいように、照明の明るさを調整

してください。

◆電池の交換

電池を入れ替える場合は、図のように電池

ケースを外してください。

新しい電池は両極面をよく拭いてから極性

を間違えないように注意 して電池ケースに

入れてください。

電池は水銀電池 (MR44 H― C)ま たは同等品を

使用しています。

明

ON

OFF

ここを押えながら電池ケース

図の矢印方向へ回して外す。

水銀電池

(MR44 H‐C)



眼視観測

◆倍率について

倍率は次の式で

(望遠

求めることができます。

鏡の焦点距離 )

(ア イピースの焦点距離 )

(例 )Or25mmを 付けた場合
1050÷ 25=42

したがって、アイピースの焦点距離が短

いほど高倍率になり、長いほど低倍率にな

ります。 しか し、一般的に倍率の上限は□
径 (cm)の 20倍 、下限は1.4倍 とされ、上

限を有効最高倍率、下限を有効最低倍率と

いいます。

FCT-150で はHi-0「 2 8mmを 除 く当社製

のアイピースの全てがこの倍率の範囲内で

使用できます。また、特に大気が安定 して

いてシーイングがよい場合は、惑星観測な

◆天頂プリズムについて

観測対象の高度が高いときは接眼部が下

になるため大変のぞきにくくなってしまい

ます。このようなときは接眼部に天頂プリ

ズムを取り付けて光路を直角に曲げ、水平

方向からのぞけるようにすると安定した姿

勢で観測ができます。

天頂プリズムは対物レンズからの像を、

45° に傾いたプ リズム面で反射させて光路

を曲げているので、鏡に映った像をのぞい

ているのと同様に裏返 しの像になることに

ご注意 ください。 したが って、スケッチ観

測などを行なった場合は、必ず天頂プリズ

ムを併用したことを明記 してください。

なお、LEシ リーズアイピースには天頂プ

リズム (中 )を 、Or40mmや Er32mmに は天
頂プリズム (大 )を ご利用 ください。
これらの天頂プ リズムを併用 した場合は

光がプ リズムの中を通過する距離が長いた

め、通常のピント位置よリドローチューブ

を大きく繰 り込まなければならず、システ

ムチャー トに従って接続 しないとピントが

合わないことがあります。

どで有効最高倍率を超える倍率で使用する

ことが有益なこともあります。

有効最低倍率を下回る倍率で使用 した場

合は、射出ひとみ径 (望遠鏡で集められて

アイピースから出て くる光束の径)が観淑1
者の眼の瞳孔 (ひ とみ)の大きさより大き
くなってしまうため、望遠鏡の回径を活か

しきれなかったり、眼の位置をわずかにず

らしただけで視野の一部がカゲるブラック

アウ ト現象を起こして、意味がありません。

しかし、有効最低倍率で使用 したときが、

望遠鏡で集めた光を最大限に利用すること

になるため、淡い星雲や彗星の観測などに

威力を発揮します。

スリープ径24 5mmア イビース

天頂プリズム (小 )

・プ

／
ス 径24.5mmア イビース

取付ネジサイズ
M43XO.75

]]ス

リープ径31.7mmア イビース

天頂プリズム (中 )

スリ

「

ブ径31 7mmア イピース

Or40mm
Er32mm

天頂プリズム (大 )



◆月の観測

月は初心者からベテランまで、それぞれ

の立場で十分に楽 しめる絶好の観測対象で

す。

月の全体を見る場合は50倍 くらいが適

当ですが、透明度のよい空で満月前後の月

を見る場合、かなり光量があり、まぶ しい

くらいです。長時間見続けると眼を痛める

ことがありますので注意してください。

月面には数々のクレーターや谷などがあ

り、その複雑な地形をながめているだけで

も楽しいものです。ところが、満月は太陽

の光が正面から当たっているために地形の

影ができず、クレーターなどの観測には適

していません。これらの地形を詳しく見る

ためには、地形の影が長く伸びている欠け

際が観測対象となります。地形の細部を観

測するには倍率を少し高くしてみることに

なりますが、回径 (cm)の 10倍程度の倍率

が最も見やす く、日径の能力を活かすこと

ができます。また、シーイングの良いとき

は、有効最高倍率まで倍率を上げてみてく

ださい。今まで気付かなかった地形やクレ

ーターの細部が観測できます。

月面観測のように低倍率から高倍率まで

頻繁にアイピースを交換する観測では五頭

ターレットレボルバーが便利です。このレ

ボルバーにはOr40mm、  Er32mm各 1本 とス

リーブ径24.5mmの アイピースを3本 同時に

取 り付けることができ、レボルバーの回転

によりこれらのアイピースを素早く交換す

ることができます。

また、スリーブ径31.7mmの アイピースを

5本 同時に取 り付けるタイプや天頂付近を

見るのに便利な天頂プ リズム付五頭ターレ

ットも用意されていますので、これらもご

利用ください。

'ス リープ径31.7mmア イビース
スリーブ径245mmア イピース取付ネジサイズ

M43XO.75

五頭ターレッ トレポルバー

取付ネジサイズ
M43× 075

天頂プリズム付五頭ターレット

◆惑星の観測

コントラス トが高 く、安定 した像が得ら

れるフローライ ト望遠鏡は惑星観測に最適

です。

惑星は非常に小さいので、有効最高倍率

で観測することがメインとなるため、わず

かな気流の乱れでも像に悪影響を与えて細

部を観測することができません。できるだ

けシーイングの良い日を選んで観測してく

ださい。特にシーイングの良い日は、思い

切って有効最高倍率を超える高倍率にして

みることも効果があります。

☆スリープ径31_7mmア イビース
スリープ径245mmア イビース

*ス リープ径31 7mmア イビースの取り付けには、別売の

ターレット用31.7mmア イビースアダプターが必要です。

高倍率用アイピース としてはHi-Orが 短

焦点なが ら大変のぞきやすいハイ・アイリ

リーフ設計になっていますので、惑星観測

用に適しています。

シーイングが最良とはいえない日は、倍

率を少し下げてみると良く見えることもあ

ります。また、瞬間的に気流の乱れが止ま

って細部の観測ができることもありますの

で、その時の気流の状態に応じて観測方法

を工夫してください。



◆星雲・星団の観測

星雲 。星団の観測は主に低倍率にして視
野を広 くし、望遠鏡の集光力をできるだけ

活か して観測します。また、球状星団や視
直径の小さな星雲などは高倍率で観測 しま
す。特に光害のある空では少し倍率を高め
にして、バ ックの空の明るさを落 した方が

良く見えることがあります。

主な星雲 。星団の位置は星図に記載され
ていますが、初心者は「M31」 のように番

号に「M」 の付いた天体を観測対象にする
ことをお勧めします。これらは「メシエ」
という人が発見した天体で、比較的明るい

ものが多いため簡単に見つけることができ
ます。ただし、星雲は淡く拡がっているも

のが多く、光害のある明るい空では観測が
困難です。

高倍率を得るためには、短焦点のアイピ

ースを使う他にバ リ・エ クステンダーを併
用する方法があります。

バ リ・エクステンダーは望遠鏡の焦点距

離を引き伸ばす レンズで、月や惑星などの

高倍率観測に便利です。例えば有効最高倍

率 を得 るた め には焦点距離 4mmの アイピ
ースが必要ですが、バ リ・

・
エクステンダー

で望遠鏡の焦点距離 を引 き伸ば しておけ

ば、 もっと焦点距離の長いアイピースで同

様の倍率が得 られます。一般的に焦点距離

エクステンダーレンズ

取付ネジサイズ
M43× 0.75

チューブ

の長いアイピースはアイ・ リリーフが長い

ので短焦点アイピースよ りものぞ きやす

く、快適な観測が楽 しめます。

焦点距離の引き仲ば し倍率は、付属の三

個のバ リ・チューブとの組み合せによって

1.6倍 か ら3倍 まで4段 階に変えることがで

き、1本 のアイピースで4種類の倍率を得る

ことができます。また、別売のバ リ 。チュ

ーブや2倍 アタッチメン トを継ぎ足すこと

で、さらに高倍率が得られます。

レデューサーは、本来星野写真撮影用に

設計 された補正 レンズですが、Er32mmな ど

の長焦点で広視界のアイピースと併用する

と彗星捜索、変光星観測、星雲 。星団観測、

星野観望などに使用できます。また、カメ

ラに長焦点望遠 レンズを取 り付けて星野写

真撮影を行なう場合に、鏡筒をカメラのフ

ァインダーでは見えない天体を導入するた

めのファインダーとして利用できます。

レデューサーはコマ収差を補正する働き

があるので、眼視に使用 した場合もコント

ラス トの高いシャープな像が得 られます

が、システムチ ャー トに従 って取 り付けな

いと設計値通 りの性能が得られないため、

良像は望めません。

眼視アダプター

/
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太陽観測について

FCT-150は 太陽観浪Jに もすばらしい性能を発

揮しますが、温度変化による焦点移動があり

ますので、十分外気温になじませてからご使

用ください。また、太陽観測は鏡筒の湿気を

◆投影法

最も一般的な方法です。別売の太陽投影板

にアイピースで太陽像を投影 し、観測用紙を

置いてスケッチします。レンズの接着にバル

サムが使われているアイピースでは、太陽の

◆直視法

アイピースに太陽観測用のサングラスを取

り付けて、黒点の微細構造や係数観測を行な

う方法ですが、焦点面には太陽の強烈な熱と

光が集中しているために大変危険です。

直視法を行なう場合は、フー ドキャップの

代わりにボール紙などで太陽絞 りを作って取

り付け、必ず□径を5cm以 下に絞 って くださ

い。□径を絞 らないと熱のために数十秒でサ

ングラスが割れます。

また、専用のサングラスを取 り付けても、

日に有害な波長の光線が透過 して目を痛める

ことがありますので、直視法はできるだけ避

けてください。

◆デイスターフィルターの使用

デイスターフィルターは特定の波長の光だ

けを透過する特殊フィルターで、太陽のプロ

ミネンスなどを見ることができます。

このフィルターを使用する場合は、別売の

フィルター付き太陽絞 リキャップを取 り付け

てください。

取 り、殺菌効果もありますので、カビの発生

防止にもなります。特に太陽観測をされてい

ない方でも、時々太陽を観望されることをお

勧めします。

熱で接着面が,1が れることがありますので、

短時間の使用に留めるか、接着面のない拡大

撮影用アイピースの P」 -20や NP-12を お使い

ください。

△ 危 険
―

失明の恐れあり
太陽を見るな

です !

ような

彰
　
多

　
．彫
　
議

鞣
　
ё

　
拶
　
鉤

*上記以外の方法で直接太陽をのぞくと、強い光と熱で失明する恐れがあり危険
*太陽観測中はファインダーに必ずキャップを付けてください。ファインダーの

小望遠鏡でも、焦点には光と熱が集中しているので危険です。

*観測を途中で体止するときは、必ず対物キャップを付けてください。

(11)



カメラの取り付け

◆ 35mm一 眼 レフカメラ

35mmフ ィルムの隅々まで ケラレのない写

野を得るために、ワイ ドマウントによリカメ

ラボデ ィーを取 り付けてください。ワイ ドマ

ウントは各種カメラ用が用意 されていますの

で、ご注文の際は必ずカメラ名をお知 らせ く

ださい。

なお、 FCT-150で 星野写真撮影をする場合

は、 レデ ューサーを併用 したときに最もよい

星像が得 られますので、できるだけレデュー

サーをご使用 ください。

レデューサー
35mmカ メラ取付金具

◆□一ルフィルムホルダー

本機にはマミヤプレス用ロールフィルムホ

ルダーまたは、マ ミヤR367用 ロールフィルム

ホルダーを取 り付けることができます。

レデューサーを併用しない場合は、コマ収

差のために写野の周辺になるほど星像が悪化

しますが、レデューサーを併用した場合はコ

マ収差が補正され、良像範囲が拡がりますの

で、フィルムサイズの大きいロールフィルム

ホルダーの使用をお勧めします。

マミヤプレス用はMア ダプターを介して取
り付け、マ ミヤRB67用 は Gア ダプターを介 し

※他のロールフィルムホルダーの使用につい

ては、当社へお問い合わせ ください。

フィルターボックス補助 リング

35mm一 眼 レフカメラ

て取り付けます。

特にRB67用 の70mmフ ィルムホルダーはフ

ィルム吸引ゴム球付きで、天体写真用のコダ

ック103aシ リーズフィルムなども使用できま

す。

また、ピントガラスホルダーはMア ダプタ
ーを介 して取 り付けますので、RB67用 フィル

ムホルダーを使用する場合は、ピントを合わ

せた後 にGア ダプターに付け換えて くだ さ
い。(ロ ールフィルムホルダー取付システム図

参照 )

Pア ダプター

□―ルフイルムホルダー

＼

(12)
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◆星野写真撮影時のピン ト合わせ

本機の鋭い星像を得るためには、念入りにピント合わ

せを行なう必要があります。ピント合わせに使う星は

あまり明るすぎても適さず、三等星くらいを使います。

[35mm一 眼 レフカメラ ]

ファインダースクリーンを交換できるカメラでは全面

マット式のものを使い、中央に星を置いてマグニファ

イアー (カ メラファインダーの倍率を上げて、精密な

ピント合わせをする道具)を 使って合わせます。
スクリーンを交換できない場合は、中央に近いマット

面でピン トを合わせてください。中央のマイクロプリ

ズムやスプ リットイメージで星のピントを合わすこと

はできません。

別売のピント合わせ用顕微鏡FM-60を使用する場合は、

FN-60に 付属のピントガラスのマ ット面にFM 60の ピン

トが合うようにあらかじめ視度を合わせておき、フィ

ルムを入れる前にカメラのフィルムレール面にFM-60

にピントガラスを押 し当てて中央に星を入れます。

この星をFM-60で のぞきながらピントを合わせます。

(詳細はFM 60の 説明書をご覧 ください。)

[ロ ールフィルムホルダー]

マミヤのロールフ ィルムホルダーまたは、RB67用 フィ

ルムホルダーを使用する場合は、マミヤのピントガラ

スホルダーにFM 60を 使ってピントを合わせます。

ピントガラスホルダーのマ ット面にピントが合うよう

に、視度を合わせたFM-60で 、中央に入れた星をのぞ

きながら、星像が最尖鋭、最小になるようにピントを

合わせます。

●直焦点での使用

直焦点面は湾曲 (像面湾曲収差)し ているため

に直焦点での星野写真撮影は良像範囲が狭く、

あまり実用的ではありません。

しかし、眼視の場合はこの影響はな〈、月・惑

星の観測に素晴らしい性能を発揮 します。

特に別売の Hl‐Or4mm、 Hl― Or2.8mmア イピース

は超短焦点ながらアイリリーフが長いので大変

のできやすく、月・惑星の高倍率観瀬1では長焦

点望遠鏡に劣らぬコン トラス トの良いシャープ

な像が得られます。

*イ メージサークルとは光量が60%以 上の良像範囲のことで、イメージサークルより

外側の部分では急激に像質が悪化 し、光量も少なくなります。したがつて、イメー

ジサークルの外側の星像は実用に適さないということで、全〈星が写らないわけで

はありません。

●レデューサーの併用

レデューサーは星野写真撮影時に本機の性能を

最も良く引き出すことのできるレンズです。

レデューサーの使用でコマ収差をはじめとする

各収差を補正 し、焦点距離を縮めて F値 を明る

くし、イメージサークルを広げて広写野・高画

質のアス トロカメラになります。

眼視では、星雲・星団、変光星などの観汲1に 適

した実視界の広い低倍率望遠鏡となります。

ピン トガラスホルダー

(13)



ロールフイルムホルダー取付システム図
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保守・手入れ

◆光軸について

本機の焦点距離は非常に短いので光軸の狂

いに敏感で、わずかな狂いでも星像が乱れる

ことがあります。星野写真撮影に使用する場

合も、写野全面にわたり平均 した星像を得る

ためには、光軸を正 しく合わせてお くことが

大切です。

◆ レンズの手入れ

レンズ表面のゴミやホコリは、使用の度に

ブロアーで吹き飛ばし、常にきれいにしてお

くことが一番です。原則としてユーザーの方

が レンズを拭くことはお勧めできませんが、

レンズに指紋などを付けてしまうた場合は、

1.フ ー ドを鏡室受けから外 します。フー ドは

ネジ込み式になっていて、左 (図 の矢印方

向)に 回すと外れます。
2.三 ヶ所の光軸修正用引きネジをゆるめて、

鏡室を鏡室受けから外 します。

このとき、鏡室と鏡室受けに印を付けてお

き、押 しネジは絶対に動かさないでくださ

い 。

3.レ ンズの清掃を上記のように行ない、再び

鏡室を取 り付けるときは、先ほどの印の位

置に合わせてから引きネジで取 り付けてく

ださい。押 しネジを動かさないかぎり光軸

は狂いません。

しか し、光軸は工場にて正確に調整されて

いますので、通常の使用で光軸が狂うような

ことはほとんどありません。 したがって、ユ

ーザーの方が光軸を調整する必要はありませ

ん。万一光軸に狂いを生 じた場合は、当社へ

ご相談 ください。

油気のない柔 らかできれいな布に市販のレン

ズクリーナー液を湿す程度に付けて軽 く拭き

取 ってください。

また、鏡室を外 して清掃する場合は次の手

順で行なってください。

*レ ンズを鏡室か ら取 り出すことは厳禁 l

レンズを破損 した り、星像が著 しく悪化 し

ます。

*ご 自分で レンズ清掃または分解をされた場
合のキズ、星像の悪化などについては、当

社では一切責任を負いかねます。

分解清掃、光軸調整などは当社にてお引

き受けいた しますので、お問い合わせ くだ

さい。

印を付ける

引きネジ  押しネジ

鏡室受け

フー ド
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フローライトについて

フローライ ト (蛍石 )は 、その優れた光学性
能か ら、各種の高級対物 レンズに使用されて

います。化学的にもガラスに劣らない丈夫さ

で、耐久性 も良く半永久的に使えます。

取り扱い、保守についても一般の光学ガラス

レンズと変わりませんが、次の点にはご注意

ください。

1.フ ローライ トレンズは温度変化による焦点

移動が一般のレンズより大きいので、室内

から戸外へ持ち出して観測するときは、少

な くとも30分以上は放置 して鏡筒 を外気

温になじませ、星像が落ち着いてからご使

用ください。特に写真撮影中の温度変化に

は注意が必要で、5度以上の変化ではピン

トが狂っている恐れがありますので、再度

ピントを合わせ直 してください。

有効透過光域比較図

CaF2(t

08  1 2
波長→

2.フ ローライ トは一般の光学ガラスに比べて

硬度が低いためキズが付きやす く、全 くキ

ズのないレンズは皆無 と言 ってもよいほど

です。 しか し、全製品当社検査基準に合格

したもので、性能には全 く影響ありません。

また、 FCT-150は 三枚の レンズの中央 にフ

ローライ トレンズを置いているので、ユー

ザーが直接触れる心配はありません。

フローライ ト以外のレンズにも細かいキ

ズが見られることがありますが、これはほ

とんどの場合 レンズのコー ト面のキズで、

上記同様、性能には全く影響ありません。

以上のことにつきましては、お客様のご理

解をいただきたいと存じます。

なお、ご不満な点がございましたら、当

社へお問い合わせ ください。
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FCT-150
写真 /眼視 シ ス テ ムチ ャー ト

1鏡筒
2接眼体
3.ド ローチユーブ

4.ド ローチュープクランプ

5合焦ハンドル
6回転体
7_回転体クランプ

10_508ス リーブ

14.接続環 (短 )

15_245ア イビースアダプター

16.補助 リング

17接眼部品接続環

天頂ブリズム併用眼視

大型天頂プリズム併用眼視

大型天頂プリズム付五頭ターレント併用眼視

五頭ターレント併用眼視

カメラアダブター拡大撮影

主焦点眼視

18レ デューサー

20.245ア イビース

21.Or40mm,巨 r32mm(58° )

22.Er32mm(62° )

24.大型天頂プリズム (大型DP)

26.五頭ターレッ トレボルバー

29_大型DP付五頭ターレッ ト

30 35mmカ メラ取付金具 (CA35)
32カ メラマウン ト
33ワ イドマウン ト
34 35mm一眼レフカメラ
36.丁CA-4(カ メラアダプター )
45大型天頂プリズム用接続環
46.31_7ア イビースアダプター

47.317ア イビース

48 LE50mm
50.フ ィルターボックス補助 リング

51 100mm角 フイルターボックス

52.Pア ダプター

53Mア ダブター
54マ ミヤロールフィルムホルダー
68.ZOOM719
70.屈折用50.8ア ダプター

71.50.8延長筒

*No 15の 代わりに317ア イビース
アダプターを使えば、スリーブ径

31.7mmの アイビースが使えます。
*No.1～ 18お よびNo.70、 71は標準付属品です。
*Mア ダプターの代わりにGア ダプターを使えば、マミヤRB67用の各種□―ルフィルム
ホルダーを取り付けることができます。また、他のロールフィルムホルダーを使用す

る場合は、当社へお問い合わせ〈ださい。
(17)

主焦点撮影

レデューサー併用写真撮影

主焦点ロールホルダー写真撮影

レデューサー併用ロールホルダー写真撮影

パリ・エクステンダーチヤ~卜 図参照
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